
インドネシア邦字日刊紙「じゃかるた新聞」
に掲載されたジャカルタ漁港に関する記事

１、第4期竣工式(2001年2月17日）
２、ジャカルタ漁港正月特集記事(2002年1月4日）
３、ジャカルタ日本人学校（以下JJS)教諭見学(2002年7月8日）
４、JJSフェスティバルでプロジェクトX【ジャカルタ漁港誕生】上演(2003年9月27日）
５、JJS４年生社会科見学(2006年6月13日）
６、経団連一行130名見学(2007年8月22日）
７、JJS４年生社会科見学(2008年6月6日）
８、著名人ODAモニター庄野真代さんの視察(2008年7月7日）
９、JJS４年生社会科見学(2010年6月4日）
１０、管制塔完成式(2010年7月17日）
１１、ジャカルタ在住邦人見学会(2010年9月7日）
１２、JJS４年生社会科見学(2011年5月31日）
１３、ジャカルタ在住邦人見学会(2011年8月8日）
１４、ジャカルタ在住邦人見学会(2012年6月5日）
１５、JJS４年生社会科見学(2012年6月26日）
１６、リハビリ事業竣工式(2012年10月6日）
１７、ジャカルタ漁港航空写真(2013年4月29日）
１８、「ジャカルタ漁港物語」書評(2014年5月3日）
１９、JJS５年生社会科見学(2014年8月28日）

































汚
職
撲
滅
委
員
会
︵
Ｋ
Ｐ
Ｋ
︶

は
４
日
、
国
家
機
関
な
ど
を
対

象
に
し
た
汚
職
防
止
策
の
実
施

状
況
の
調
査
結
果
を
発
表
し
、

運
輸
省
と
商
業
省
が
優
れ
た
防

止
策
を
実
施
し
て
い
る
と
明
ら

か
に
し
た
。

Ｋ
Ｐ
Ｋ
は
大
型
汚
職
事
件
の

犯
人
の
逮
捕
・
起
訴
の
ほ
か

に
、
汚
職
を
防
止
す
る
制
度
・

文
化
の
構
築
も
重
点
目
標
と
し

て
掲
げ
て
お
り
、
調
査
は
そ
の

一
環
。
今
年
は
こ
れ
ま
で
に
18

の
省
庁
と
最
高
裁
、
国
会
、
地

方
自
治
体
な
ど
36
の
機
関
を
対

象
に
調
査
を
実
施
し
、
倫
理
規

定
や
調
達
・
人
材
管
理
の
透
明

性
、
市
民
か
ら
の
苦
情
受
け
付

け
の
制
度
な
ど
、
分
野
別
の
汚

職
撲
滅
策
の
実
施
具
合
を
点
数

化
し
た
。

点
数
の
高
か
っ
た
運
輸
省
の

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ア
ブ
バ
カ
ル

監
察
官
に
よ
る
と
、
同
省
で
は

Ｋ
Ｐ
Ｋ
の
調
査
対
象
に
な
っ
て

い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
対
策

を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、
調
達
制

度
の
電
子
化
で
透
明
化
を
進
め

て
お
り
、
汚
職
の
可
能
性
が
著

し
く
減
っ
て
い
る
と
い
う
。

■
イ
ン
フ
ラ
、教
育
で
多
発

一
方
、
非
政
府
組
織
︵
Ｎ
Ｇ

Ｏ
︶
の
汚
職
監
視
団
︵
Ｉ
Ｃ
Ｗ
︶

は
４
日
、
今
年
上
半
期
に
汚
職

事
件
は
２
８
５
件
発
生
し
、
損

失
額
は
１
兆
２
２
０
０
億
ル
ピ

ア
に
上
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

２
０
１
０
年
同
期
の
１
７
６

件
、
２
兆
１
千
億
ル
ピ
ア
に
比

べ
る
と
、
損
失
額
は
減
っ
て
い

る
が
、
件
数
は
増
加
し
て
い
る

と
い
う
。

分
野
別
で
は
イ
ン
フ
ラ
事
業

関
連
の
汚
職
事
件
が
最
も
多

く
、
今
年
は
87
件
発
生
。
予
算

関
連
が
50
件
、
教
育
関
連
が
29

件
と
続
い
て
い
る
。

鍛
造
品
を
製
造
・
販
売
す
る

Ｔ
Ｄ
Ｆ
︵
本
社
・
宮
城
県
︶
は

５
日
、
取
締
役
会
を
開
き
、
鍛

造
粗
材
の
製
造
と
販
売
や
鍛
造

と
鍛
造
品
の
機
械
加
工
、
車
両

用
部
品
な
ど
の
組
み
立
て
販
売

を
主
な
事
業
と
す
る
現
地
法
人

を
、
西
ジ
ャ
ワ
州
カ
ラ
ワ
ン
の

カ
ラ
ワ
ン
工
業
団
地
︵
Ｋ
Ｉ
Ｉ

Ｃ
︶
に
今
年
12
月
に
も
設
立
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
自
動
車
部

品
工
業
︵
本
社
・
神
奈
川
県
︶

と
の
合
弁
。

いますぐインドネシアを知る、明日を知る、世界を知る。編集部 ☎２３０-３８３０ お申し込みは ☎２３０-２２５２ FAX２３０-３８３１

The Daily Jakarta Shimbun

Menara Thamrin 305 
Jl. M.H. Thamrin  Kav. 3  
Jakarta 10340
Phone : 62-21-230-3830

Rp.12,000
編集協力  びすく社
© PT. BINA KOMUNIKA ASIATAMA, BYSCH
License No.508/SK/MENPEN/SIUPP/1998

第４１４７ 号 ２０１２   年（平成２４年）１０月６日（土曜日）１

﹁
世
界
都
市
・
自
治
体
連
合
﹂

︵
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ｇ
︶
の
ア
ジ
ア
太
平

洋
支
部
︵
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
︶
会
合

出
席
の
た
め
、
静
岡
県
浜
松
市

の
鈴
木
康
友
市
長
が
３
︱
６
日

の
日
程
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
問

し
て
い
る
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
浜
松
商
工

会
議
所
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
視
察

団
21
人
、
同
会
議
所
青
年
部
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
修
で
メ
ン
バ

ー
12
人
を
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
し
て

お
り
、
浜
松
市
な
ど
静
岡
県
西

部
に
本
社
を
置
く
企
業
の
現
地

法
人
幹
部
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
浜
松

会
の
メ
ン
バ
ー
ら
を
加
え
、
総

勢
約
１
３
０
人
が
５
日
夜
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
内
の
ホ
テ
ル
に
集
ま

り
交
流
会
を
開
い
た
。

交
流
会
に
は
、
鈴
木
市
長
の

ほ
か
、
鹿
取
克
章
駐
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
日
本
大
使
、
下
川
眞
樹
太

公
使
、
工
業
省
の
ブ
デ
ィ
・
ダ

ル
マ
デ
ィ
最
先
端
技
術
活
用
主

要
産
業
総
局
長
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
日
本
友
好
協
会
︵
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｊ
︶

の
ヘ
ル
・
サ
ン
ト
ソ
事
務
局
長

ら
が
出
席
。

２
０
０
９
年
８
月
以
来
、
３

年
ぶ
り
の
来
イ
と
な
る
鈴
木
市

長
は
、
二
輪
車
業
界
を
中
心
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
関
係
が
深

い
同
市
の
企
業
に
つ
い
て
、

﹁
ま
だ
、
進
出
意
欲
が
盛
ん
な

企
業
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
ど
ん

ど
ん
海
外
進
出
し
て
ほ
し
い
。

産
業
空
洞
化
と
い
う
話
も
あ
る

が
、
海
外
に
出
て
行
っ
た
企
業

は
元
気
で
、
取
引
先
を
増
や
し

た
り
し
て
い
る
。
本
社
は
浜
松

に
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
企

業
が
頑
張
る
こ
と
で
浜
松
経
済

が
潤
う
と
思
っ
て
い
る
﹂
と
話

し
、
企
業
の
海
外
展
開
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
く
方
針
を
示

し
た
。

商
工
会
議
所
は
年
１
回
の
視

察
で
今
回
、
昨
年
の
イ
ン
ド
に

次
い
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
選

び
、
２
︱
５
日
の
日
程
で
工
業

団
地
４
カ
所
、
日
系
企
業
７
社

な
ど
を
視
察
。
団
長
を
務
め
た

ス
ズ
キ
の
宮
川
勇
顧
問
は
﹁
ど

の
工
業
団
地
も
土
地
が
完
売
と

い
う
よ
う
な
状
況
。
今
回
の
メ

ン
バ
ー
は
中
小
企
業
が
多
く
、

レ
ン
タ
ル
工
場
へ
の
関
心
も
高

か
っ
た
。
視
察
先
の
会
社
は
ど

こ
も
元
気
で
若
々
し
い
印
象
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
力
を
目
の
当

た
り
に
し
た
﹂
と
感
想
を
語
っ

た
。40

歳
前
後
の
若
手
経
営
者
で

構
成
さ
れ
る
青
年
部
は
、
３
︱

６
日
の
日
程
で
企
業
や
工
場
視

察
の
ほ
か
、
在
留
邦
人
と
の
夕

食
会
も
開
催
し
た
。

︵
上
野
太
郎
、
写
真
も
︶

﹁
ど
ん
ど
ん
海
外
進
出
を
﹂

官
民
130
人
が
交
流
会

﹁
ま
さ
か
こ
れ
だ
け
の
年
月

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
こ

と
に
な
る
と
は
誰
も
想
像
し
て

い
な
か
っ
た
と
思
う
﹂。
78
年
、

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
に
所
属
し
て
い
た
当
時
30
歳

の
折
下
さ
ん
は
﹁
Ｏ
Ｄ
Ａ
︵
政

府
開
発
援
助
︶
の
経
験
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
﹂
６
人
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
チ
ー
ム
で
ジ
ャ
カ

ル
タ
漁
港
の
建
設
事
業
に
着
手

し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
米
国
、
豪

州
に
次
ぐ
世
界
第
３
位
の
排
他

的
経
済
水
域
︵
Ｅ
Ｅ
Ｚ
︶
を
持

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

整
備
さ
れ
た
漁
港
が
な
く
、
十

分
な
海
洋
資
源
を
生
か
し
き
れ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た

理
由
も
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
海
の
漁

業
基
地
と
な
る
よ
う
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
漁
港
建
設
が
計
画
さ
れ
た

と
い
う
。

現
在
は
、
年
間
２
万
ト
ン
の

水
産
物
を
加
工
輸
出
し
、
毎
日

１
億
円
以
上
の
外
貨
を
獲
得
す

る
漁
港
に
発
展
。
２
０
０
９
年

に
は
約
９
８
２
万
ト
ン
の
漁
業

生
産
量
で
世
界
第
３
位
と
な
っ

て
い
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
漁
港
の
目
玉
の

一
つ
と
し
て
定
着
し
、
現
在
も

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が

折
下
さ
ん
が
発
案
し
た
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
を
生
か
し
た
護
岸
整
備

だ
。﹁﹃

ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
﹄
に
着
目

し
、
お
金
を
か
け
ず
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
温
暖
な
気
候
を
生
か

す
﹂
こ
と
を
漁
港
整
備
の
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
い
る
折
下
さ
ん
。

﹁
01
年
に
、
最
初
は
石
で
造
ら
れ

て
い
た
護
岸
の
隙
間
に
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
の
種
が
偶
然
流
れ
つ
い

た
。
す
る
と
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ

と
い
う
間
に
成
長
し

て
、
こ
れ
は
護
岸
に
最

適
だ
と
思
っ
た
﹂
と
振

り
返
る
。
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
は
潮
風
を
防
ぎ
、
昼

過
ぎ
に
は
木
陰
を
つ
く

る
。
そ
の
た
め
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
の
護
岸
沿
い
に

整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
と

合
わ
せ
、
漁
港
利
用
者

の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
潮
位
の
変
化
を

利
用
し
た
﹁
港
内
海
水

浄
化
シ
ス
テ
ム
﹂
も
折

下
さ
ん
が
考
案
し
た
。

通
常
の
漁
港
の
海
水
浄

化
は
ボ
ー
ト
で
ゴ
ミ
を

簡
単
に
取
る
だ
け
で
、

こ
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
て
い
る
例
は
な

い
と
い
う
。

３
日
に
開
か
れ
た
リ

ハ
ビ
リ
事
業
の
完
成
式
典
で
は
、

海
水
浄
化
シ
ス
テ
ム
の
改
良
版

な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
は
シ
ャ
リ
フ
・
チ
チ

ッ
プ
・
ス
タ
ル
ジ
ョ
海
洋
水
産

相
、
日
本
側
か
ら
は
在
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
日
本
大
使
館
の
島
田
順

二
公
使
、
国
際
協
力
機
構
︵
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
︶
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
務

所
の
小
原
基
文
所
長
ら
が
出
席

し
た
。

２
０
０
３
年
ご
ろ
か
ら
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
漁
港
は
ジ
ャ
カ
ル
タ

日
本
人
学
校
︵
Ｊ
Ｊ
Ｓ
︶
の
子

ど
も
た
ち
が
社
会
科
見
学
に
訪

れ
た
り
、
日
本
な
ど
か
ら
視
察

に
来
る
関
係
者
も
多
く
な
っ
た
。

折
下
さ
ん
は
友
人
ら
に
自
身

の
住
居
の
食
堂
を
﹁
料
亭
お
り

し
も
﹂
と
名
付
け
開
放
し
て
い

る
。
料
亭
内
の
壁
に
は
訪
れ
た

人
々
の
写
真
が
所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
て
い
る
。﹁
も
っ
と
多
く
の

人
に
漁
港
を
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
﹂
と
折
下
さ
ん
。
今
後
は

マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
の
現
場
も
紹

介
し
、
さ
ら
に
親
し
ま
れ
る
漁

港
を
目
指
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
た

現
在
で
も
漁
港
の
整
備
に
関
わ

っ
て
い
る
折
下
さ
ん
は
﹁
個
人

的
に
は
や
り
残
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
﹂
と
語
り
、﹁
地
盤
沈
下

の
問
題
も
完
全
に
は
解
決
で
き

て
い
な
い
﹂
と
心
配
が
尽
き
な

い
。﹁
た
だ
今
後
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
人
た
ち
だ
け
で
資
金
を
調

達
し
、
国
際
的
な
衛
生
基
準
に

合
う
漁
港
を
目
指
し
て
維
持
管

理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本

の
﹃
築
地
﹄
の
よ
う
な
漁
港
に

な
っ
た
ら
う
れ
し
い
﹂
と
今
後

の
発
展
に
期
待
を
込
め
た
。

国
内
最
大
の
漁
業
基
地

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
も
っ
と
整
備
し
た
ら
観
光
に
も

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
折
下
さ
ん

国
家
警
察
交
通
局
が
実
施
し

た
運
転
教
習
機
材
調
達
事
業
に

絡
む
汚
職
事
件
で
、
汚
職
撲
滅

委
員
会
︵
Ｋ
Ｐ
Ｋ
︶
は
５
日
、

７
月
に
容
疑
者
に
断
定
さ
れ
て

以
来
、
出
頭
を
拒
否
し
て
き
た

ジ
ョ
コ
・
ス
シ
ロ
前
国
家
警
察

交
通
局
長
︵
現
警
察
学
校
校
長
、

休
職
中
︶
を
初
め
て
事
情
聴
取

し
た
。
Ｋ
Ｐ
Ｋ
は
逮
捕
す
る
可

能
性
も
示
唆
し
て
い
た
が
、
同

容
疑
者
は
約
８
時
間
の
聴
取
を

終
え
、
そ
の
ま
ま
帰
宅
し
た
。

こ
れ
ま
で
国
家
警
察
は
、
警

察
幹
部
が
関
与
し
た
事
件
を
Ｋ

Ｐ
Ｋ
が
摘
発
し
た
こ
と
に
猛
反

発
。
独
自
に
内
部
調
査
を
進
め
、

他
の
警
察
官
ら
の
身
柄
を
拘

束
、
ジ
ョ
コ
容
疑
者
ら
幹
部
を

取
り
調
べ
る
な
ど
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｋ

に
抵
抗
し
て
き
た
。

ジ
ョ
コ
容
疑
者
は
、
運
転
教

習
機
材
調
達
事
業
︵
総
額
１
９

６
８
億
ル
ピ
ア
︶
で
、
受
注
業

者
か
ら
20
億
ル
ピ
ア
の
賄
賂
を

受
領
し
た
疑
い
が
持
た
れ
て
い

る
。
同
容
疑
者
は
、
昨
年
４
月
、

テ
ィ
ム
ー
ル
・
プ
ラ
ド
ポ
国
家

警
察
長
官
の
承
諾
を
得
て
受
注

業
者
を
選
定
し
た
と
主
張
。
事

件
の
捜
査
の
矛
先
は
警
察
ト
ッ

プ
に
向
け
ら
れ
た
が
、
国
家
警

察
の
ボ
イ
・
ラ
フ
リ
・
ア
マ
ル

報
道
局
長
は
﹁
長
官
が
受
注
業

者
承
諾
書
に
署
名
し
た
の
は
確

か
だ
が
、
事
業
に
絡
む
不
正
と

は
無
関
係
﹂
と
関
与
を
否
定
し

て
い
る
。

非
政
府
組
織
︵
Ｎ
Ｇ
Ｏ
︶
汚

職
監
視
団
︵
Ｉ
Ｃ
Ｗ
︶
の
フ
ェ

ブ
リ
・
デ
ィ
ア
ン
シ
ャ
氏
は

﹁
Ｋ
Ｐ
Ｋ
が
実
施
し
た
交
通
局

の
家
宅
捜
索
後
、
国
家
警
察
は

内
部
調
査
に
着
手
し
た
が
、
進

展
は
み
ら
れ
な
い
﹂
と
指
摘
。

警
察
は
Ｋ
Ｐ
Ｋ
に
協
力
し
、
早

急
に
警
察
幹
部
の
捜
査
を
進
め

る
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

ジ
ョ
コ
容
疑
者
の
弁
護
人
の

ト
ミ
ー
・
シ
ホ
タ
ン
氏
は
﹁
ジ

ョ
コ
氏
は
こ
れ
ま
で
出
頭
を
拒

否
し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
警

察
の
捜
査
手
続
き
に
沿
っ
て
対

処
し
て
き
た
﹂
と
弁
明
。﹁
警

察
幹
部
と
し
て
法
を
順
守
す

る
。
Ｋ
Ｐ
Ｋ
の
捜
査
に
も
協
力

し
て
い
く
﹂
と
強
調
し
た
。

前
交
通
局
長
を
初
聴
取

容
疑
者
断
定
か
ら
３
カ
月

８時間の聴取を終え、記者団の質問に答えるジョコ前
交通局長＝アンタラ通信

リ
ハ
ビ
リ
事
業
で
建
設
さ
れ

た
新
し
い
管
理
棟
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
す
る
シ
ャ
リ
フ
海
洋

水
産
相
︵
右
か
ら
３
人
目
︶、

島
田
公
使
︵
同
２
人
目
︶
＝

３
日

就
任
を
目
前
に
控
え
た
ジ
ョ

コ
・
ウ
ィ
ド
ド
︵
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
︶

次
期
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
知
事

は
５
日
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

州
庁
舎
を
訪
れ
、
フ
ァ
ウ
ジ
・

ボ
ウ
ォ
知
事
ら
州
政
府
幹
部
ら

と
の
懇
親
会
に
出
席
し
た
。

７
日
で
任
期
満
了
す
る
フ
ァ

ウ
ジ
氏
は
こ
の
日
が
仕
事
納
め

と
な
っ
た
。
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
と

バ
ス
キ
・
チ
ャ
ハ
ヤ
・
プ
ル
ナ

マ
次
期
副
州
知
事
と
と
も
に
庁

舎
内
を
案
内
。
懇
親
会
で
は
州

政
府
幹
部
数
十
人
に
２
人
を
紹

介
し
、﹁
新
し
い
ジ
ャ
カ
ル
タ

づ
く
り
に
向
け
、
全
力
を
尽
く

し
て
ほ
し
い
﹂
と
激
励
し
た
。

激
論
を
戦
わ
せ
る
な
ど
し
た

選
挙
戦
の
緊
迫
感
は
消
え
、
フ

ァ
ウ
ジ
氏
は
終
始
穏
や
か
な
笑

み
を
浮
か
べ
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏

と
バ
ス
キ
氏
を
迎
え
た
。
ジ
ョ

コ
ウ
ィ
氏
を
﹁
知
事
さ
ん
﹂
と

呼
び
、
冗
談
を
交
わ
し
て
記
者

団
を
沸
か
せ
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
ジ
ョ
コ
ウ

ィ
氏
は
同
日
、
国
会
を
訪
れ
、

支
持
母
体
の
闘
争
民
主
党
︵
Ｐ

Ｄ
Ｉ
Ｐ
︶
会
派
の
議
員
と
会
合

を
開
い
た
。

新
正
副
州
知
事
の
就
任
式
は

７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

内
務
省
で
の
手
続
き
な
ど
に
時

間
が
か
か
り
、
11
日
前
後
に
延

期
さ
れ
る
見
込
み
。

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
を
案
内

州
庁
舎
で
フ
ァ
ウ
ジ
知
事

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所

︵
カ
デ
ィ
ン
︶
は
米
国
と
食
糧

生
産
で
協
力
す
る
。
２
０
１
０

年
に
、
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
と
オ

バ
マ
大
統
領
が
署
名
し
た
米
イ

包
括
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

一
環
。

米
国
国
際
開
発
庁
︵
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｄ
︶
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

事
業
者
に
対
し
、
生
産
設
備
購

入
の
金
融
支
援
や
、
収
穫
が
減

っ
た
場
合
の
農
業
保
険
を
提
供

す
る
。

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

ス
レ
マ
ン
に
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
遺
跡
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
寺
院
で

２
日
、
覚
書
を
締
結
し
た
。

南
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ラ
ス
ナ
サ

イ
ド
通
り
の
ホ
テ
ル
・
グ
ラ
ン

メ
リ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
５
日

夕
、
ぼ
や
が
発
生
し
た
。
け
が

人
の
報
告
は
な
い
。

ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

と
、
ぼ
や
は
午
後
５
時
半
ご
ろ
、

16
階
建
て
の
ホ
テ
ル
の
屋
上
で

発
生
。
電
気
回
線
の
シ
ョ
ー
ト

が
出
火
原
因
と
み
ら
れ
て
い

る
。
利
用
客
は
一
時
、
外
へ
避

難
し
た
。
火
は
す
ぐ
に
消
し
止

め
ら
れ
、
通
常
通
り
の
営
業
に

戻
っ
た
。

黒
煙
が
外
に
広
が
り
、
消
防

車
が
駆
け
付
け
る
な
ど
し
た
た

め
、
周
辺
は
一
時
、
騒
ぎ
と
な

っ
た
が
、
大
き
な
混
乱
は
な
か

っ
た
と
い
う
。

︱
お
断
り
︱

７
日
︵
日
︶
は
休
刊
日
の
た

め
、
じ
ゃ
か
る
た
新
聞
を
お
休

み
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

建設管理に携わり30年
ジャカルタ漁港、全事業終了

１日約４万人が出入りするインドネシア最大のジャカルタ漁港（北ジャカルタのムアラ・
バル）で今年７月、日本の円借款を受け、1980年から４期に分けて実施された工事と2004
年から始まった「ジャカルタ漁港リハビリ事業」が終了した。今月３日には海洋水産相や大
使館関係者を招き、完成式典を開催。マングローブが生えた遊歩道には週末、家族連れが訪
れ、市民の憩いの場になっている。1978年から漁港の建設・管理に携わり、漁港内の寮に
住み続けてきた建設コンサルタント会社「オリエンタルコンサルタンツ」の折下定夫漁港プ
ロジェクトマネジャーに話を聞いた。　　　　　　　　　　　　　　 （高橋佳久、写真も）

世
界
有
数
の
生
産
量

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
護
岸

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
築
地
に

カ
デ
ィ
ン
と
米
国

食
糧
生
産
で
協
力

グ
ラ
ン
メ
リ
ア
で
ぼ
や

け
が
人
な
し

運
輸
、商
業
省
が
高
評
価

Ｋ
Ｐ
Ｋ
の
汚
職
防
止
調
査

年
末
に
現
法
設
立

鍛
造
品
販
売
の
Ｔ
Ｄ
Ｆ

汚職撲滅委

ジャカルタ特別州庁舎を案内し、報道陣の前で笑顔を見せるフ
ァウジ州知事（左）とジョコウィ次期知事＝アンタラ通信

浜
松
市
の

鈴
木
市
長

乾
杯
す
る
鈴
木
市
長
︵
右
︶

や
日
本
貿
易
振
興
機
構
ジ

ャ
カ
ル
タ
事
務
所
の
富
吉

賢
一
所
長
ら
︵
左
︶
ら

為替・株価

10,000円＝1,169,000
（前日比400ルピア高、三菱東京UFJ銀行T.T.B）

1ドル＝9,270
（前日比15ルピア高、同）

10,000円＝1,215,000
1ドル＝9,570 （両替商調べ）

インドネシア証券取引所株価指数
＝4,311.314（前日比39.853ポイント△）

みなみ十字・第43号
☆バスケ

中学部２年１組（執筆時）

山口　輝
バスケとは、バスケ

ットコートで一つのボ
ールを五対五で、ゴー
ルリングの中に入れて得
点を競うゲームだ。
僕は今、このスポーツにものすご
くはまっている。中一の時にバスケ
部に入ったのだが、その時は身長を
伸ばすためや、体力をつけたいとい
う理由でやっていたのだった。もち
ろん上手になりたいという理由もあ
ったが、僕は素人だったから上手に
バスケはできなかった。僕以外の人
は、みんな上手で、凄い、と思った。
スリーポイントをスパッ、と入れる
人もいた。僕には絶対に無理な話だ
ったが、スリーポイントをあっさり
入れる人になって上手になりたいと
思った。そして、そう思っているう
ちに少しだけ上達して、いつの間に
かバスケをしていることに楽しさを
感じていた。
今でも身長を伸ばしたいという気
持ちでバスケをしている。だけど、
楽しいからバスケをやっている、と
いう気持ちの方が強い。
来年も再来年も、そのまた来年も
バスケ部に入って楽しくバスケをし
たい。上手にシュートを入れたり、
ドリブルをしたりする人になりたい。

フラッシュ・ニュース

■市庁舎でソロサラダ
５日、次期ジャカルタ特別州知事
のジョコ・ウィドド（通称ジョコウ
ィ）ソロ市長が中央ジャカルタの州
庁舎を訪問するのを受けて、州庁舎
では中部ジャワ州ソロの料理である
ソロサラダを提供。「われわれはジョ
コウィ氏のためにソロサラダを準備
した」と州庁舎の宴会係。

（ブリタ・ジャカルタ）
■これが男だ！
国軍記念日の５日、中部ジャワ州
ソロ市の憲兵隊員スバギヨさん（50）
が24時間歩き続けるというユニーク
な挑戦に挑んだ。４日午前10時から
市内を歩き始め、５日午前10時に終
了。歩いた距離は約115.2キロ。けい
れんする足を冷却スプレーで冷やし
ながら歩いたという。  （メトロＴＶ）
■約１％が失敗
国軍記念日の５日、国軍創立67年
を祝福した軍事演習で、パラシュー
トで落下した兵士725人のうち７人
が着地点を外した。兵士は高度8,000
フィートから降下し、東ジャカルタ
のハリム・プルダナクスマ空港に着
地する予定だったが、２人が近くの
道路に、２人が空港付近の空軍総司
令部敷地内に着地し、２人が池に落
ち、１人が木に引っかかった。ハリ
ム空港によると、兵士は全員けがな
どはなかった。パラシュートが着地
点を外すことは珍しくないという。

（ブリタ・ジャカルタ）
■厳しい仕打ち
西ジャワ州インドラマユ県クラン
クンで先月30日、オートバイを盗ん
だ男が所有者に焼き殺される事件が
発生した。盗難後、所有者らに発見
された男はガソリンをかけられ、ラ
イターで点火されたという。

（ポス・コタ）
■ハロウィーンで美人お化け？

南ジャカルタの国軍グントゥル拘
置所の貯水タンクに、美人のお化け
が現れるといううわさが広がってい
る。従業員によると、お化けは長髪
で白い服を着ている。見たことがあ
るという人も多く、お化けの正体に
ついて様々な憶測が飛び交っている。

（ドゥティック・ニュース）

ルピ
ア

ルピ
ア

ルピ
ア

ルピ
ア

折
下
定
夫
さ
ん



い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
近
隣

諸
国
の
銀
行
か
ら
熱
い
視
線
が

注
が
れ
、
参
入
や
事
業
拡
大
が

相
次
い
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
周

辺
国
と
比
べ
外
資
規
制
が
緩
か

っ
た
が
、
外
銀
の
支
店
に
対
し

現
地
法
人
化
の
義
務
付
け
を
検

討
す
る
な
ど
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

中
銀
は
最
近
、
規
制
強
化
の
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
Ｄ
Ｂ
Ｓ
グ
ル

ー
プ
が
ダ
ナ
モ
ン
銀
行
の
買
収

の
方
針
を
表
明
し
た
後
の
昨
年

７
月
、
中
銀
は
単
独
株
主
の
銀

行
へ
の
出
資
上
限
を
原
則
40
％

に
設
定
し
た
。
協
議
は
１
年
以

上
続
い
て
い
る
が
、
正
式
な
許

可
は
い
ま
だ
に
発
効
さ
れ
て
い

な
い
。

一
方
、
国
際
競
争
力
を
高
め

事
業
拡
大
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
、
中
銀
は
地
場
銀
に
よ
る
買

収
を
歓
迎
す
る
方
針
を
示
し
て

い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
ル
テ

ィ
・
ナ
タ
レ
ガ
ワ
外
相
は
26

日
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
︵
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
︶

へ
の
加
盟
に
つ
い
て
、
大
筋
で

合
意
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
地
元
紙
が
報
じ
た
。
加
盟

の
時
期
は
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。ブ

ル
ネ
イ
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

首
脳
会
議
に
出
席
し
た
ユ
ド
ヨ

ノ
大
統
領
に
同
行
し
た
外
相
が

帰
国
後
、
地
元
報
道
陣
に
明
ら

か
に
し
た
。
マ
ル
テ
ィ
外
相
は

﹁
小
さ
な
一
歩
だ
が
、
重
大
な

前
進
だ
﹂
と
し
て
い
る
。
実
現

す
れ
ば
、
11
カ
国
目
の
加
盟
国

に
な
る
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
２
０
０
２

年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
独
立

後
、
07
年
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加

盟
を
模
索
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
を
務
め
た

11
年
に
加
盟
を
正
式
に
申
請
し

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
加
盟
を

支
援
し
て
い
た
が
、
他
国
と
の

世
界
貿
易
機
関
︵
Ｗ
Ｔ
Ｏ
︶

の
次
期
事
務
局
長
選
考
で
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
リ
・
パ
ン
ゲ

ス
ト
ゥ
観
光
創
造
経
済
相
が
最

終
候
補
か
ら
外
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
、

中
南
米
か
ら
の
選
出
を
望
む
地

域
的
要
因
が
当
落
を
左
右
し
た

と
の
見
方
が
出
て
い
る
。
マ
リ

氏
は
経
済
分
析
の
鋭
さ
や
国
際

会
合
な
ど
で
手
腕
が
評
価
さ
れ

て
い
た
。
　

最
終
選
考
に
残
っ
た
の
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
ロ
ベ
ル
ト
・
ア
ゼ

ベ
ド
Ｗ
Ｔ
Ｏ
担
当
大
使
と
メ
キ

シ
コ
の
エ
ル
ミ
ニ
オ
・
ブ
ラ
ン

コ
元
商
工
振
興
相
で
、
い
ず
れ

も
中
南
米
出
身
者
。
英
字
紙
ジ

ャ
カ
ル
タ
ポ
ス
ト
は
、﹁
地
域

的
な
感
情
が
大
勢
を
決
め
た
﹂

と
す
る
大
蔵
省
関
係
者
の
話
し

を
紹
介
し
た
。

中
南
米
か
ア
フ
リ
カ
か
ら
の

選
出
を
望
む
声
が
高
く
、
ア
フ

リ
カ
か
ら
は
ケ
ニ
ア
と
ガ
ー
ナ

か
ら
候
補
者
が
立
っ
て
い
た

が
、
い
ず
れ
も
１
次
選
考
で
落

選
。
ア
ゼ
ベ
ド
と
エ
ル
ミ
ニ
オ

両
氏
の
支
持
で
ま
と
ま
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

国
際
経
済
機
関
の
ト
ッ
プ
人

事
を
め
ぐ
っ
て
は
近
年
、
２
０

１
１
年
の
国
際
通
貨
基
金
︵
Ｉ

Ｍ
Ｆ
︶
専
務
理
事
選
、
昨
年
の

世
界
銀
行
総
裁
選
と
も
に
、
新

興
国
か
ら
の
選
出
を
目
指
す
動

き
が
広
が
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

欧
米
出
身
者
が
選
出
さ
れ
て
い

た
。マ

リ
氏
は
﹁
国
際
的
な
統
治

に
貢
献
す
る
新
興
国
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
代
表
し
、
選
考
に
参
加

で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
﹂

述
べ
、
結
果
を
受
け
入
れ
る
考

え
。

補
助
金
燃
料
の
私
用
車
限
定

値
上
げ
の
調
整
が
関
係
省
庁
・

団
体
で
遅
れ
て
い
る
た
め
、
政

府
は
５
月
の
実
施
を
見
送
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。
ジ
ュ
リ

ア
ン
・
パ
シ
ャ
大
統
領
報
道
官

が
28
日
民
放
テ
レ
ビ
局
メ
ト
ロ

Ｔ
Ｖ
に
明
ら
か
に
し
た
。

報
道
官
に
よ
る
と
、
ジ
ェ

ロ
・
ワ
チ
ッ
ク
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

鉱
物
資
源
相
が
﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー

鉱
物
資
源
省
、
小
売
り
事
業
者
、

国
営
石
油
ガ
ス
・
プ
ル
タ
ミ
ナ

の
三
者
で
値
上
げ
の
調
整
が
完

了
し
て
お
ら
ず
、
現
段
階
で
実

施
す
れ
ば
新
し
い
問
題
を
引
き

起
こ
し
か
ね
な
い
﹂
と
ユ
ド
ヨ

ノ
大
統
領
に
報
告
。
こ
れ
に
対

し
大
統
領
は
﹁
準
備
が
で
き
る

ま
で
、
政
策
を
実
施
し
な
い
方

が
い
い
﹂
と
判
断
し
た
。

値
上
げ
に
は
小
売
り
事
業
者

の
反
発
が
強
い
。
業
界
団
体
の

全
国
石
油
ガ
ス
経
営
者
協
会
ジ

ャ
カ
ル
タ
、
ブ
カ
シ
、
タ
ン
ゲ

ラ
ン
支
部
は
、
政
策
が
実
施
さ

れ
た
場
合
、
プ
ル
タ
ミ
ナ
に
対

す
る
補
助
金
燃
料
の
発
注
を
一

切
止
め
て
販
売
を
停
止
す
る
と

主
張
し
、
政
策
の
変
更
を
要
求

し
て
い
る
。

同
協
会
ブ
カ
シ
支
部
は
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
長
蛇
の
列

が
で
き
て
お
り
、
限
定
値
上
げ

が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
混
乱
が
生
じ
暴

動
の
恐
れ
も
あ
る
と
主
張
。
私

用
車
以
外
が
使
用
す
る
４
５
０

０
ル
ピ
ア
据
え
置
き
の
補
助
金

燃
料
を
取
り
扱
う
給
油
所
を
限

定
す
る
こ
と
で
、
販
売
し
な
い

給
油
所
は
大
幅
に
売
り
上
げ
が

落
ち
込
む
と
懸
念
し
て
い
る
。

ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
外
遊
中

も
対
外
的
に
燃
料
補
助
金
問
題

の
解
決
へ
の
意
欲
を
示
し
た
。

26
日
の
帰
国
時
に
も
改
め
て

﹁
富
裕
層
、
中
間
層
が
享
受
す

る
不
必
要
な
補
助
金
は
な
く
す

べ
き
だ
﹂
と
い
う
政
府
見
解
を

繰
り
返
し
、
５
月
実
施
を
目
指

し
て
い
た
。

取
得
金
額
は
12
〜
18
億
ド
ル

の
見
通
し
で
、
実
現
す
れ
ば
邦

銀
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
銀
買
収
案

件
と
し
て
は
過
去
最
大
の
規
模

に
な
る
。
Ｂ
Ｔ
Ｐ
Ｎ
の
株
式

57
・
９
％
を
保
有
︵
昨
年
３
月

時
点
︶
す
る
米
大
手
投
資
フ
ァ

ン
ド
の
Ｔ
Ｐ
Ｇ
か
ら
買
い
取

り
、
筆
頭
株
主
に
な
る
計
画
。

一
部
報
道
に
よ
る
と
、
来
月
中

の
基
本
合
意
を
目
指
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
銀
の
許

可
を
得
た
上
で
、
正
式
に
株
を

取
得
で
き
る
。

Ｂ
Ｔ
Ｐ
Ｎ
は
、
１
９
５
８
年

に
退
役
軍
人
有
志
に
よ
る
年
金

貯
蓄
組
織
と
し
て
西
ジ
ャ
ワ
州

バ
ン
ド
ン
で
設
立
さ
れ
、
86
年

に
現
在
の
名
称
と
な
っ
た
。
２

０
０
８
年
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
証
券

取
引
所
︵
当
時
、
現
在
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
証
券
取
引
所
︶
に
上
場
。

同
年
に
Ｔ
Ｐ
Ｇ
が
71
・
６
％
の

株
式
を
取
得
し
た
。

昨
年
末
時
点
で
融
資
残
高
39

兆
ル
ピ
ア
で
16
位
。
国
内
２
５

０
都
市
に
１
１
４
０
の
支
店
、

６
万
９
１
０
０
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
︵
現

金
自
動
預
払
機
︶
を
持
つ
。
Ｂ

Ｔ
Ｐ
Ｎ
に
対
し
て
は
、
三
菱
東

京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
も
情
報
収
集
を

進
め
、
株
式
取
得
に
関
心
を
示

し
て
い
た
。

東
南
ア
ジ
ア
域
内
で
み
て
も

金
融
セ
ク
タ
ー
の
成
長
率
が
高
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来
月
実
施
先
送
り
か

私
用
車
限
定
燃
料
値
上
げ

■
銀
行
再
編
進
む
か

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
へ

東
テ
ィ
モ
ー
ル

いますぐインドネシアを知る、明日を知る、世界を知る。編集部 ☎２３０-３８３０ お申し込みは ☎２３０-２２５２ FAX２３０-３８３１

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
今
年

第
１
四
半
期
の
外
国
直
接
投

資
が
前
年
同
期
比
27
％
増
の

67
億
ド
ル
に
達
し
た
と
発
表

さ
れ
た
。
バ
ス
リ
投
資
調
整

庁
長
官
は
、
今
年
の
投
資
総

額
は
前
年
比
25
％
増
の
３
９

０
兆
ル
ピ
ア
に
達
す
る
と
の

強
気
の
見
通
し
を
表
明
。
投

資
の
内
訳
も
天
然
資
源
、
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
関
連
か
ら

製
造
業
セ
ク
タ
ー
に
移
行
し

つ
つ
あ
る
と
の
見
方
を
示
し
、

今
年
の
海
外
か
ら
の
投
資
意

欲
の
継
続
に
自
信
を
見
せ
た
。

し
か
し
、
製
造
業
の
中
身

を
見
る
と
、
国
内
携
帯
電
話

関
連
や
自
動
車
関
連
な
ど
基

本
的
に
内
需
向
け
投
資
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、

今
後
も
拡
大
を
続
け
る
強
い

個
人
消
費
に
け
ん
引
さ
れ
る

形
で
、
来
年
以
降
、
海
外
か

ら
の
中
間
財
や
加
工
部
品
の

輸
入
拡
大
に
跳
ね
返
っ
て
い

く
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
一

層
の
経
常
収
支
赤
字
拡
大
が

予
想
さ
れ
、
輸
出
セ
ク
タ
ー

へ
の
投
資
誘
導
が
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
総
合
収

支
の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、

イ
ン
フ
ラ
開
発
の
遅
延
、
大

統
領
選
挙
に
向
け
て
の
保
護

主
義
的
動
き
の
高
ま
り
や
最

低
賃
金
の
急
上
昇
な
ど
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
取
り
巻
く
投

資
環
境
は
確
実
に
悪
化
し
て

い
る
と
い
う
見
方
の
方
が
的

を
得
て
い
る
。

現
在
の
好
調
な
外
国
投
資

に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
と
、

市
場
環
境
の
変
化
に
対
応
で

き
ず
、
足
元
を
す
く
わ
れ
る

結
果
に
な
ら
な
い
か
、
注
意

を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

バ
ス
リ
長
官
は
、
実
際
、

今
年
に
入
り
資
本
財
の
輸
入

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
来
年

の
外
国
直
接
投
資
が
減
少
に

転
じ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、

投
資
許
可
手
続
の
迅
速
化
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
の
改
定
、

地
方
政
府
と
の
連
携
強
化
な

ど
を
今
後
の
投
資
誘
致
に
向

け
て
の
改
善
点
と
し
て
上
げ

て
い
る
。

一
方
、
銀
行
法
改
正
に
関

し
て
、
議
会
筋
か
ら
ホ
ー
ル

セ
ー
ル
バ
ン
キ
ン
グ
に
特
化

す
る
外
銀
支
店
に
は
、
引
き

続
き
支
店
ス
テ
ー
タ
ス
を
認

め
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
企
業
や
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
外
貨
建
融
資
に

お
い
て
、
安
価
な
資
金
を
安

定
的
に
供
給
で
き
る
外
銀
支

店
の
役
割
の
大
き
さ
が
適
切

に
認
知
さ
れ
始
め
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
。
行
き
過
ぎ
た

外
資
規
制
が
国
内
企
業
の
資

金
調
達
コ
ス
ト
の
上
昇
に
跳

ね
返
る
こ
と
が
よ
う
や
く
理

解
さ
れ
た
の
は
、
最
近
に
な

い
朗
報
で
あ
る
。︵
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
ジ
ャ
カ
ル
タ
支

店
・
林
哲
久
︶

直
接
投
資
が
増
加
も

環
境
は
確
実
に
悪
化

左
手
前
で
細
い
堤
防
を
突
き
出
し

て
い
る
の
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
漁
港
。
そ

の
右
に
は
急
速
に
開
発
が
進
む
パ
ン

タ
イ
・
ム
テ
ィ
ア
ラ
の
高
級
住
宅
地

が
見
え
る
。
首
都
中
心
部
の
高
層
ビ

ル
街
に
か
ぶ
さ
る
ス
モ
ッ
グ
の
奥
に

は
、
漁
港
か
ら
80
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た

西
ジ
ャ
ワ
の
パ
ン
グ
ラ
ン
ゴ
山
︵
標

高
３
０
１
９
メ
ー
ト
ル
︶
や
グ
デ
山

︵
同
２
９
６
８
メ
ー
ト
ル
︶
と
い
っ
た

山
々
が
そ
び
え
て
い
る
＝
写
真
。

こ
の
幻
想
的
な
写
真
を
撮
っ
た
の

は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
漁
港
の
開
発
に
、

立
案
段
階
の
１
９
７
０
年
代
後
半
か

ら
携
わ
っ
て
き
た
折
下
定
夫
さ
ん

︵
65
︶。
３
月
に
一
線
を
退
き
、
現
在
は

オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

の
非
常
勤
嘱
託
を
務
め
る
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
漁
港
の
支
援
の

た
め
に
日
本
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
行
き

来
し
て
い
る
。

こ
の
１
枚
は
３
月
31
日
午
前
８
時

15
分
ご
ろ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
ジ

ャ
カ
ル
タ
に
向
か
う
旅
客
機
内
か
ら

デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
の
ニ
コ
ン
Ｄ
８

０
０
で
撮
影
し
た
。
焦
点
距
離
は
50

ミ
リ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
は
１

６
０
０
分
の
１
。
日
本
の
政
府
開
発

援
助
︵
Ｏ
Ｄ
Ａ
︶
を
活
用
し
、
日
本

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
中
心
と

な
っ
た
同
漁
港
の
開
発
に
30
年
以
上

関
わ
っ
て
き
た
折
下
さ
ん
は
、
漁
港

の
様
子
を
記
録
に
残
そ
う
と
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
北
岸
を
通
過
す
る
際
は
常
に

窓
側
の
席
を
確
保
し
、
す
で
に
20
〜

30
回
は
撮
っ
て
き
た
。﹁
こ
の
よ
う
な

は
っ
き
り
と
し
た
写
真
が
撮
れ
た
の

は
初
め
て
。
最
近
は
ス
モ
ッ
グ
が
ひ

ど
く
、
漁
港
で
さ
え
良
い
も
の
が
撮

れ
ま
せ
ん
で
し
た
﹂
と
話
し
た
。

ジャカルタを一望

東
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ
バ
ヤ
の
企

業
経
営
者
が
、
従
業
員
53
人
に

対
し
法
定
最
低
賃
金
を
下
回
る

給
料
し
か
払
わ
な
か
っ
た
と
し

て
、
最
高
裁
は
24
日
、
同
氏
に

禁
錮
１
年
、
罰
金
１
億
ル
ピ
ア

の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
実
業
界
か
ら
は
、
抗

議
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所

︵
カ
デ
ィ
ン
︶
の
ス
ル
ヨ
・
バ

ン
バ
ン
・
ス
リ
ス
ト
会
頭
は
25

日
、﹁
非
常
に
遺
憾
だ
﹂
と
述

べ
、
法
廷
に
持
ち
込
む
前
の
段

階
で
、
政
府
機
関
に
よ
る
仲
裁

の
枠
組
み
を
充
実
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
強
調
し
た
。

経
営
者
協
会
︵
ア
ピ
ン
ド
︶

の
ソ
フ
ヤ
ン
・
ワ
ナ
ン
デ
ィ
会

長
は
、﹁
急
激
な
賃
金
上
昇
に

耐
え
ら
れ
な
い
中
小
企
業
が
多

い
。
大
企
業
が
罰
せ
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
問
題

視
し
な
い
﹂
と
語
り
、
判
決
に

不
快
感
を
見
せ
た
。
　

地
場
中
堅
銀
の
株
取
得
か

40
％
出
資
で
筆
頭
株
主
に

三井住友銀三
井
住
友
銀
行
が
、
地
場
系
中
堅
銀
行
の
国
家
年
金
貯
蓄
銀
行
︵
Ｂ
Ｔ
Ｐ
Ｎ
︶
の
株
式

40
％
を
取
得
す
る
方
向
で
交
渉
を
進
め
て
い
る
と
、
28
日
ま
で
に
複
数
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

全
国
に
広
範
な
支
店
網
を
持
つ
地
場
銀
行
に
出
資
し
、
リ
テ
ー
ル
分
野
の
成
長
を
取
り
込
む

考
え
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
銀
行
界
で
は
近
年
、
当
局
の
外
資
規
制
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
動
向
に
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

落
選
は
地
域
的
要
因

イ
期
待
の
マ
リ
氏

Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
選

調
整
が
付
か
な
い
ま
ま
だ
っ

た
。新

藤
義
孝
総
務
相
は
28
日
来

イ
し
、
30
日
ま
で
の
日
程
で
、

テ
ィ
フ
ァ
ト
ゥ
ル
・
ス
ン
ビ
リ

ン
通
信
情
報
相
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
︵
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
︶
事

務
局
幹
部
と
の
会
談
や
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
防
災
人
道
支
援
調
整
セ
ン

タ
ー
へ
の
訪
問
な
ど
を
予
定
す

る
。28

日
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
到
着
。

通
信
情
報
相
ら
と
の
会
談
で
防

災
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
連
結
性
強

化
の
分
野
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︵
情
報

通
信
技
術
︶
活
用
な
ど
を
話
し

合
い
、
協
力
促
進
に
つ
な
げ
た

い
考
え
だ
。

林
芳
正
農
林
水
産
相
は
来
月

５
日
か
ら
２
日
間
の
日
程
で
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
す
る
。

ス
ス
ウ
ォ
ノ
農
相
ら
閣
僚
と
会

談
す
る
ほ
か
、
地
場
の
食
品
輸

入
関
係
者
ら
と
の
意
見
交
換
を

予
定
す
る
。
安
倍
晋
三
首
相
は
、

日
本
が
交
渉
に
参
加
す
る
見
通

し
と
な
っ
た
環
太
平
洋
連
携
協

定
︵
Ｔ
Ｐ
Ｐ
︶
を
に
ら
み
、
農

林
水
産
物
の
輸
出
を
１
兆
円
規

模
に
倍
増
す
る
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。

同
農
相
の
ほ
か
ハ
ッ
タ
・
ラ

ジ
ャ
サ
経
済
担
当
調
整
相
、
ギ

タ
・
ウ
ィ
ル
ヤ
ワ
ン
商
業
相
と

会
談
し
、
日
本
産
の
農
林
水
産

物
の
輸
出
促
進
や
貿
易
に
つ
い

て
意
見
交
換
す
る
。

安
倍
政
権
は
農
業
を
経
済
再

生
の
た
め
の
成
長
分
野
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
は
加
わ
っ
て

い
な
い
が
、
経
済
成
長
に
伴
い

拡
大
を
続
け
る
中
間
層
を
抱
え

る
有
望
市
場
と
み
ら
れ
て
い

る
。来

イ
前
の
３
、
４
の
両
日
は

ベ
ト
ナ
ム
で
関
係
閣
僚
と
会
談

す
る
。
同
国
と
は
、
農
業
分
野

で
の
協
力
、
交
流
を
進
め
る
こ

と
を
確
認
す
る
文
書
に
署
名
を

交
わ
す
。

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
燃
料
補
助
金
の
削
減
へ

の
反
発
で
デ
モ
隊
が
暴
徒
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
み
て
、
国
家
警
察
は
警
戒
を
高

め
て
い
る
。
28
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
・

グ
ロ
ー
ブ
電
子
版
が
報
じ
た
。

国
家
警
察
の
バ
ド
ゥ
ロ
デ
ィ
ン
・

ハ
イ
テ
ィ
長
官
補
佐
官
は
、
政
府
が

検
討
し
て
い
る
燃
料
補
助
金
の
削
減

は
労
働
者
に
負
担
が
か
か
り
、﹁
ジ
ャ

カ
ル
タ
特
別
州
内
、
特
に
イ
ス
タ
ナ

︵
大
統
領
宮
殿
︶
前
を
重
点
的
に
警
戒

す
る
﹂
と
述
べ
た
。
東
ジ
ャ
ワ
州
ス

ラ
バ
ヤ
、
北
ス
マ
ト
ラ
州
メ
ダ
ン
、

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
マ
カ
ッ
サ
ル
、
リ

ア
ウ
諸
島
州
バ
タ
ム
島
で
も
警
備
体

制
を
強
化
す
る
方
針
。

国
家
財
政
悪
化
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
燃
料

補
助
金
の
削
減
を
め
ぐ
っ
て
は
昨
年
３
月
に
も

全
国
各
地
で
デ
モ
が
激
化
し
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
も
デ
モ
隊
と
警
官
隊
が
衝
突
す
る
な
ど
混
乱

が
起
き
た
。
可
決
す
る
見
込
み
だ
っ

た
燃
料
値
上
げ
法
案
は
、
連
立
与
党

の
造
反
が
あ
り
土
壇
場
で
否
決
さ
れ

て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
働
組
合
連
盟

︵
Ｋ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
︶
の
サ
イ
ド
・
イ
ク
バ

ル
会
長
は
メ
ー
デ
ー
に
イ
ス
タ
ナ
や

国
会
、
省
庁
な
ど
首
都
圏
で
労
働
者

15
万
人
の
よ
る
デ
モ
を
展
開
す
る
と

明
ら
か
に
し
た
。
地
方
で
も
20
州
で

１
０
０
万
人
以
上
を
動
員
す
る
と
い

う
。イ

ク
バ
ル
会
長
は
警
察
と
連
携

し
、
警
備
員
を
雇
う
な
ど
し
て
平
和

的
な
デ
モ
に
努
め
る
と
し
た
。

林
農
相
、来
月
来
イ

日
本
食
品
輸
出
目
指
す

新
藤
総
務
相
来
イ

通
信
情
報
で
協
力
強
化

経
営
者
に
有
罪

商
工
会
は
抗
議

最
賃
払
わ
ず

為替・株価
休日のため取引なし。

10,000円＝939,100
1ドル＝9,410

（26日、三菱東京UFJ銀行T.T.B）

10,000円＝984,000
1ドル＝9,700 （両替商調べ）

インドネシア証券取引所株価指数
休日のため取引なし。
（26日終値＝4978.507）

みなみ十字・第44号
☆インドネシアに来て初めてわかった事

中学部２年２組（執筆時）

長橋　良隆　　
僕はこの夏休みの始め
頃にここ、インドネシア
に来ました。最初インド
ネシアに来るまでは、ど
の様な場所かも見当がつかなく、と
てつもなく不安でした。しかし、こ
こに来て実際に住んでみたら、徐々
に色々な事に気づきました。その中
の二つを挙げようと思います。
まず、「英語の重要性」です。日本
ならば日常生活で英語使うことなん
て余りありませんでした。使うとし
たら、英語の授業か特別行事ぐらい
でした。しかし、身の回りにいるイ
ンドネシア人の方々には無論日本語
なんて伝わるはずがないので、やは
り英語を使うしかありません。例え
お互い片言であっても、意思表示な
らそれで十分です。だから、英語を
しっかり勉強し、使えるようにした
いです。
次に「物価」です。こちらの物は
安い傾向があります。しかし、日本
の品物が妙に高かったりする場合も
あり、かつ日本生活並みの供給があ
るとも言えないので、「現地の物に慣
れる」という事をもう少し考えて毎
日の生活に取り入れたいです。
まだ来て間もないので、これから
もインドネシアの文化や言語に触れ
つつ頑張りたいです。

フラッシュ・ニュース

■きれいなバラにはとげ
国家麻薬委員会（ＢＮＮ）東ジャ
ワ州支部と同州グレシック支部は27
日、地域で活動する麻薬密売組織の
メンバーとみられる、美しいと評判
の女２人を自宅で逮捕した。同時に
女から覚醒剤300グラムなど麻薬と現
金２億ルピアなどを押収した。住民
は捜査員の急襲に驚き、付近には人
だかりができていた。     （オケゾン）
■運搬中に事故
警察は28日、オートバイで大麻を

運んでいたとして私立大学に通う男
２人組を逮捕したと発表した。２人
は27日深夜、ホテル・インドネシア
前ロータリーで女性が乗る車に衝突、
直後に逃亡しため警察が追跡してい
た。けが人はなかったという。現在
２人は麻薬の尿検査を受けており29
日に結果が出る。      （ドゥティック）
■身勝手な犯行
北スマトラ警察はこのほど、女子
高生（17）を殺害したとして、20歳
の男を逮捕した。男は女子高生に好
意を抱いていたが、断られたため、
殺意を抱いたという。19日夕方、オ
ートバイで女子高生をゴム農園に連
れて行き、乱暴した後、首を占めて
殺害。遺体に火をつけて証拠隠滅を
図ったとされる。      

（ポス・コタ）

ルピ
ア

ルピ
ア

ルピ
ア

ルピ
ア

メーデー、警備強化
労組補助金削減に抗議
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Ｉ
Ｔ
や
メ
デ
$
ア
を
主
要
テ
(
マ
に
執
筆
す
る
フ

リ
(
ジ
0
(
ナ
リ
ス
ト
の
著
者
は
︑
ほ
ぼ
毎
⽇
︑
妻

に
⾷
事
を
作
る
と
い
う
︒
そ
の
レ
シ
ピ
を
︑
⾷
文
化

に
関
す
る
エ
@
セ
(
を
交
え
て
紹
介
し
た
の
が
本

書
︒
だ
が
料
理
本
と
い
う
よ
り
は
︑
生
き
⽅
指
南
書

の
趣
だ
︒

妻
と
参
加
し
た
断
⾷
を
き
K
か
け
に
︑
心
や
体
の

あ
る
べ
き
原
点
が
分
か
り
︑
シ
ン
プ
ル
な
生
活
を
送

る
よ
う
に
な
K
た
そ
う
だ
︒
持
ち
物
を
少
な
く
す
る

﹁
断
捨
離
﹂
が
最
近
流
⾏
し
て
い
る
が
︑
﹁
⾐
⾷

住
﹂
の
う
ち
﹁
⾷
﹂
だ
け
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
す
る
︒

高
価
な
美
⾷
で
も
︑
安
い
フ
Z
ス
ト
フ
(
ド
で

も
︑
お
⾦
が
か
か
る
自
然
⾷
で
も
な
い
︒
ぶ
れ
な
い

﹁
普
段
着
﹂
の
家
庭
料
理
を
⽇
常
の
軸
に
据
え
る
こ

と
こ
そ
が
︑
不
確
実
な
時
代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
だ
と

説
く
︒

そ
ん
な
﹁
座
学
﹂
に
続
き
︑
著
者
の
料
理
哲
学
を

反
映
し
た
実
践
編
が
続
く
︒
道
具
や
調
味
料
は
シ
ン

プ
ル
に
︑
⾷
材
は
旬
の
も
の
で
︒
ス
ペ
イ
ン
の
冷
製

ス
(
プ
・
ガ
ス
パ
チ
f
︑
キ
ノ
コ
鍋

︙
︒
﹁
い
く
ら
で
も
⼿
抜
き
で
﹂
と
あ

り
︑
肩
の
⼒
も
抜
け
る
︒

効
率
的
な
作
業
⼿
順
や
⼀
⼿
間
か
け

て
お
い
し
く
な
る
レ
シ
ピ
も
参
考
に
な

る
が
︑
画
期
的
な
の
は
献
⽴
の
決
め
⽅

だ
︒
ま
ず
⾷
材
を
決
め
︑
﹁
⽢
い
﹂

﹁
塩
味
﹂
﹁
ク
リ
(
ム
味
﹂
な
ど
七
つ

の
味
の
う
ち
三
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
料
理
を
す
る
の

が
コ
ツ
︒
満
足
の
い
く
⾷
事
に
は
味
付
け
の
バ
ラ
ン

ス
が
⼤
切
な
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
る
︒

版
元
に
よ
る
と
︑
発
売
か
ら
１
カ
月
半
余
り
で
４

刷
り
︑
発
⾏
１
万
９
千
部
︒
﹁
弁
当
男
⼦
﹂
の
よ
う

に
料
理
を
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
の
な
い
20
'
30
代
や

料
理
初
心
者
の
50
代
の
男
性
に
⽀
持
さ
れ
︑
読
者
か

ら
﹁
応
用
が
利
き
︑
お
得
感
が
あ
る
﹂
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
︒

あ
の
調
味
料
︑
こ
の
道
具
が
あ
れ
ば
も
K
と
お
い

し
い
料
理
が
作
れ
る
か
も
︱
︒
豊
か
さ
は
︑
と
か
く

足
し
算
で
考
え
が
ち
だ
︒
そ
れ
は
人
生
に
も
当
て
は

ま
る
︒
自
分
の
足
元
を
⾒
つ
め
直
し
た
く
な
る
⼀
冊

だ
︒
︵
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
・
１
４
０
４
円
︶

詩集「炎える母」や連作詩
「縄文」シリーズなどで知ら
れる詩人、宗左近さん（1919
〜2006年）の業績を顕彰する
文学碑が出身地の北九州市戸
畑区に完成し、３月 28⽇に除
幕式が⾏われた。
宗さんは旧制中学までの少

年期を戸畑で過ごした後、旧
制⼀高、東京⼤に進学。卒業
後、法政⼤の教授などを歴任
する傍ら、詩の創作、美術評
論、翻訳など幅広い分野で活
躍した。
詩集では、1945年５月の東

京⼤空襲の際、⼀緒に逃げて
いた母と⼿が離れ、死なせて
しまった悲しみと贖罪の思い
をつづった「炎える母」が代
表作。
縄文シリーズは、戦争で死

んだ友人たちと、弥生人に滅
ぼされた縄文人のイメージを
重ね合わせながら、時空を超
えた死者たちとの交感や鎮

魂、祈りを表現。その詩世界
は戦後詩の中でも特異な位置
を占めていた。
碑の建設は、鋼板加⼯業会

⻑、自⾒栄祐さんら地元の中
⼩企業経営者グループと町お
こし団体の⼿で進められ、戸
畑区の高台にある北九州市⽴
美術館の前庭に置かれた。ス
テンレス製のオブジェと銘板
から成り、銘板には宗さんの
⼀⾏詩集「響灘」から〈あの
世とこの世　牧山峠　⼀本道
きみとおれ〉が記された。
除幕式で自⾒さんは「宗さ

んが愛した響灘を眼下に望む
この地に碑ができてよかっ
た。宗さんはこの世とあの世
のあわいに生き、数々の相聞
歌をうたった。訪れた人も碑
文を⾒て、自分にとってかけ
がえのない人に思いをはせて
いただければ」とあいさつ。
「今後も宗さんの顕彰と情報
発信を続けたい」と話した。

この⽇は北九州市⽴戸畑図
書館内に宗左近記念室もオー
プン。宗さんが母を亡くして
17⽇後に「私は母に、私の作
るお経、詩を捧げなければな
らない」と書き、後の詩集
「炎える母」へとつながった
⽇記や、「響灘」の自筆原稿
なども展示されている。

⽇
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
建
設
し
た

ジ
0
カ
ル
タ
漁
港
に
︑
40
年
前

か
ら
関
わ
り
奔
⾛
・
奮
闘
し
た

１
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
⼿
記
で

あ
る
︒
折
下
さ
ん
の
粘
り
強
さ

は
賞
賛
に
値
す
る
︒

漁
港
は
面
積
が
東
京
ド
(
ム

17
個
分
︑
年
間
の
⽔
産
物
取
扱

量
は
約
20
万
ト
ン
で
銚
⼦
や
焼

津
漁
港
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
︒

ス
ン
ダ
・
ク
ラ
バ
の
沖
を
埋

め
⽴
て
て
新
漁
港
を
建
設
す
る

⼤
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
は
︑
１
９
７

３
年
か
ら
⽇
本
側
調
査
が
ス
タ

(
ト
し
た
︒
第
⼀
期
事
業
︵
埋

め
⽴
て
︑
港
湾
施
設
︶
は
１
９

８
０
!
83
年
︑
第
二
期
︵
港
内

道
路
︑
電
気
︑
上
下
⽔
道
︑
冷

蔵
庫
な
ど
付
帯
設
備
︶
は
82
!

84
年
で
︑
同
年
７
月
竣
⼯
式
を

⾏
い
開
港
し
た
︒

し
か
し
地
盤
沈
下
な
ど
問
題

山
積
で
︑
第
四
期
︵
汚
⽔
処
理

場
︑
地
盤
か
さ
上
げ
︑
管
理
棟

建
設
︶
に
加
え
︑
リ
ハ
ビ
リ
事

業
を
05
!
12
年
に
実
施
し
た
︒

埋
め
⽴
て
地
の
海
底
の
地
盤

が
き
わ
め
て
軟
弱
だ
K
た
︒
上

部
10
!
15
メ
(
ト
ル
が
豆
腐
の

よ
う
な
柔
ら
か
い
粘
⼟
︑
そ
の

下
も
⽺
か
ん
の
よ
う
な
粘
⼟
︑

そ
こ
に
⽵
で
造
K
た
杭
を
多
数

打
ち
込
み
︑
上
に
⽵
で
編
ん
だ

マ
@
ト
を
敷
き
︑
そ
の
上
に
⽯

を
積
ん
で
堤
防
を
造
る
と
い
う

先
例
の
無
い
⼯
法
を
採
用
し

た
︒築

地
の
よ
う
な
中
央
卸
売
市

場
の
導
入
も
特
筆
す
べ
き
こ

と
︒
漁
港
の
後
背
地
は
⽔
産
加

⼯
団
地
に
な
K
て
お
り
︑
⽔
産

加
⼯
⼯
場
や
冷
蔵
庫
が
⽴
ち
並

ぶ
︒
漁
船
員
か
ら
⼯
場
の
従
業

員
ま
で
４
万
人
が
働
く
と
い

う
︒
加
⼯
品
は
冷
凍
コ
ン
テ
ナ

で
タ
ン
ジ
�
ン
プ
リ
オ
ク
港
か

ら
⽇
本
や
西
欧
へ
輸
出
さ
れ
︑

輸
出
高
は
１
⽇
１
億
円
を
超
え

る
︒19

世
紀
後
半
の
明
治
時
代

か
︑
パ
サ
(
ル
・
イ
カ
ン
︵
⿂

市
場
︶
を
造
K
た
の
は
永
福
虎

と
い
う
⽇
本
人
だ
K
た
と
い

う
︒
20
世
紀
後
半
は
折
下
さ
ん

チ
(
ム
が
新
漁
港
を
造
K
た
︒

両
国
の
因
縁
浅
か
ら
ず
︒

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
海
外
の

現
場
を
飛
び
回
る
か
ら
︑
帰
宅

は
年
に
２
︑
３
回
︒
あ
る
時
ま

だ
５
歳
前
の
３
男
が
言
K
た
︒

﹁
お
父
さ
ん
⼀
⽇
⼀
度
は
帰
K

て
来
て
﹂
︒
漁
港
が
完
成
し
た

と
き
︑
折
下
さ
ん
は
こ
う
叫

ぶ
︒
﹁
私
の
４
人
目
の
⼦
ど
も

で
す
﹂
︒
胸
に
グ
@
と
き
た
︒

ジ
0
カ
ル
タ
漁
港
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
︒
本

書
の
よ
う
に
︑
そ
の
調
査
・
建

設
・
運
用
の
全
課
程
を
記
録
に

残
す
意
義
は
⼤
き
い
︒
専
⾨
書

の
⾊
彩
が
強
く
な
K
た
の
も
仕

⽅
な
い
と
は
思
う
が
︑
写
真
も

イ
ラ
ス
ト
も
豊
富
で
読
者
の
理

解
を
助
け
て
い
る
︒

そ
れ
で
も
︑
無
い
物
ね
だ
り

の
よ
う
な
こ
と
を
⼀
つ
︒
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
側
と
も
い
ろ
い
ろ
な

軋
轢
が
あ
K
た
こ
と
は
︑
本
書

で
も
さ
ら
K
と
触
れ
て
い
る

が
︑
実
際
は
⼤
変
な
ご
苦
労
だ

K
た
と
思
う
︒
切
⻭
扼
腕
も
多

か
K
た
だ
ろ
う
︒
逆
に
窮
地
を

助
け
ら
れ
心
底
感
謝
し
た
時
も

あ
K
た
は
ず
︒
そ
う
い
う
起
伏

が
も
う
少
し
書
き
込
ま
れ
て
い

れ
ば
︑
読
み
物
と
し
て
も
お
も

し
ろ
く
な
K
た
の
に
と
惜
し
ま

れ
る
︒
　
　
　
︵
臼
井
研
⼀
︶

▽
　
　
　
　
▽

折
下
さ
ん
の
連
絡
先
︵
メ
(

ル
 "#$%&'''(
"#$)"*%+,-

)".
︶
佐
伯
印
刷
出
版
事
業
部

１
６
２
０
円

﹁
家
め
し
こ
そ
'
最
高
の
ご
ち
そ
う
で
あ
る
1﹂

2014年（平成２６年）５月３日（⼟曜⽇）

漁
港
と
わ
た
し
の
40
年

宗左近さんの文学碑完成
北九州市で除幕式

明
治
時
代
︑
政
治
家
や
華

族
︑
軍
人
な
ど
の
銅
像
が
街

に
次
々
と
出
現
し
た
︒
彫
刻

家
の
高
村
光
雲
は
像
を
制
作

す
る
会
社
の
設
⽴
を
も
く
ろ

む
ほ
ど
だ
K
た
そ

う
だ
︒
﹁
銅
像
時

代
﹂
到
来
の
背
景

に
は
︑
天
皇
を
中

心
と
す
る
国
家
の

建
設
で
有
用
な
人

材
を
顕
彰
す
る
意

味
が
あ
K
た
︒

本
書
は
︑
東
京

⼤
の
ご
み
置
き
場

で
か
つ
て
の
医
学

部
教
授
の
像
に
出

合
い
︑
探
求
心
を

か
き
⽴
て
ら
れ
た

著
者
が
︑
美
術
史

の
中
で
あ
ま
り
語

ら
れ
て
こ
な
か
K
た
と
い
う

銅
像
に
光
を
当
て
る
︒

な
ぜ
東
京
・
上
野
公
園
の

西
郷
隆
盛
像
は
私
服
姿
で
︑

井
伊
直
弼
像
は
東
京
で
な
く

横
浜
に
建
K
た
の
か
︒
論
じ

る
テ
(
マ
は
︑
仏
像
と
の
違

い
に
始
ま
り
︑
戦
争
と
の
関

わ
り
︑
建
築
家
と
彫
刻
家
の

役
割
分
担
ま
で
幅
広
い
︒

時
代
の
流
れ

で
︑
評
価
が
変
わ

る
銅
像
も
︒
昭
和

初
期
︑
東
京
に
建

設
さ
れ
た
山
県
有

朋
の
騎
馬
像
は
戦

後
︑
軍
国
主
義
の

象
徴
だ
と
し
て
連

合
国
軍
総
司
令
部

︵
Ｇ
Ｈ
Ｑ
︶
な
ど

の
要
請
で
撤
去
︒

そ
の
後
転
々
と

し
︑
故
郷
の
山
口

県
萩
市
に
た
ど
り

着
く
︒

今
で
は
人
々
の

記
憶
の
断
⽚
と
化
し
た
も
の

も
多
い
銅
像
︒
そ
の
背
後
の

歴
史
を
丹
念
に
た
ど
K
た
労

作
だ
︒
︵
岩
波
書
店
・
３
７

８
０
円
︶

「ジャカルタ漁港物語」
折下（おりしも）定夫著

「銅像時代」
木下直之著

シンプル料理で生き方指南　

佐
々
木
俊
尚
著



8まち・ひと・憩い

成
し
、
現
在
、
日
本
の
海
で
も

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
漁
師
や
研

修
生
が
６
千
人
ほ
ど
活
躍
し
て

い
る
と
話
し
、
「
日
本
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
と
も
に
助
け
合
っ

て
い
る
ん
だ
よ
」
と
強
調
し

た
。

　
Ｊ
Ｊ
Ｓ
で
は
漁
港
を
訪
れ
る

前
、
社
会
科
の
授
業
で
事
前
学

習
を
実
施
し
た
。
永
谷
隆
・
小

学
部
教
頭
に
よ
る
と
、
何
も
知

識
が
な
い
状
態
で
子
ど
も
た
ち

が
漁
港
に
あ
る
も
の
を
イ
メ
ー

ジ
。
「
船
が
た
く
さ
ん
あ
る
」

な
ど
と
仮
説
を
立
て
た
。

　
３
組
の
寶
川
純
君
は
以
前
訪

れ
た
沖
縄
の
海
と
重
ね
合
わ

せ
、
「
石
垣
島
の
澄
ん
だ
海

と
比
べ
て
少
し

濁
っ
て
い
た
」

と
感
想
を
話
し

た
。
２
組
の

阿
久
津
希
和
さ

ん
は
「
ど
う
や

っ
て
魚
を
と
り

運
ん
で
い
る
の

か
、
漁
港
の
仕

組
み
が
理
解
で

き
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
、
吹
き
抜

け
を
使
っ
た
光
を
多
く
取
り
入

れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
評
価
さ
れ

た
。

　
州
政
府
は
２
０
１
５
年
の
完

成
を
目
指
し
て
建
設
を
始
め

る
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
09
年
に

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ス
ナ
ヤ

ン
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｃ

Ｃ
）
で
「
イ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
＆

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
４
」
が

開
幕
し
た
。
31
日
ま
で
。

　
バ
テ
ィ
ッ
ク
（
ろ
う
け
つ
染

め
）
な
ど
の
衣
類
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
ト
ウ
や
竹
を
使
っ
た
家

具
や
工
芸
品
な
ど
を
販
売
し
て

い
る
。
28
日
午
後
４
時
か
ら
女

性
ム
ス
リ
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ハ
ニ
ー
・
ハ
ナ

ン
ト
氏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
も
あ
る
。

　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
ま

で
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校

（
Ｊ
Ｊ
Ｓ
）
の
生
徒
会
が
、
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
ア
ル
ミ

缶
の
回
収
活
動
を
続
け
て
い

る
。
２
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
取

り
組
み
で
、
こ
の
ほ
ど
生
徒
会

の
役
員
は
交
代
し
た
が
、
活
動

は
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

社
会
参
加
の
貴
重
な
場
と
し
て

息
づ
い
て
い
る
。

　
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
活
動
は
、

環
境
対
応
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
購
入
資
金
集
め
と
し
て
、

２
０
１
２
年
６
月
に
始
ま
っ

た
。
２
年
が
経
過
し
た
今
は
、

地
域
活
動
へ
の
寄
付
金
と
し
て

役
立
て
て
い
る
。

　
今
年
度
の
生
徒
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
の
生
徒
た
ち
は
「
こ

の
様
な
活
動
は
日
本
で
は
な
か

な
か
経
験
出
来
な
い
。
自
分
た

ち
の
小
さ
な
活
動
が
大
き
な
も

の
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に

や
り
が
い
を
感
じ
る
。
活
動
を

通
じ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
た

ち
に
貢
献
で
き
る
と
思
う
と
、

頑
張
れ
ま
す
」
と
口
を
そ
ろ
え

る
。
担
当
の
菊
池
茶
麻
梨
教
諭

は
「
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
良

い
経
験
に
な
る
と
思
う
。
こ

の
活
動
を
通
じ
環

境
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
も
な
れ

ば
」
と
話
し
て
い

る
。

　
生
徒
会
役
員
は

次
の
通
り
（
敬
称

略
）

　
生
徒
会
長
・
山

下
雄
大
▽
副
会

長
・
川
合
流
以
、

松
雄
香
怜
▽
役

員
・
堀
颯
太
郎
、

内
藤
柾
哉
、
西
分

美
里
、
森
礼
奈
、

柳
川
理
衣
奈

2014年（平成26年）８月28日（木曜日）
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
は
26

日
、
東
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
「
タ
マ
ン
ミ
ニ
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
イ
ン
ダ
」
内
に
バ

テ
ィ
ッ
ク
（
ろ
う
け
つ
染
め
）

博
物
館
を
建
設
す
る
計
画
を
明

ら
か
に
し
た
。

　
ム
ス
リ
ア
ル
・
カ
シ
ム
教
育

文
化
副
大
臣
は
、
博
物
館
の
建

設
を
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統

工
芸
を
保
護
し
、
後
世
に
残
す

こ
と
が
必
要
」
と
説
明
し
、
ジ

ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
中
部
ジ
ャ

ワ
州
ソ
ロ
な
ど
各
地
に
点
在
す

る
バ
テ
ィ
ッ
ク
博
物
館
の
集
大

成
と
す
る
計
画
。
研
究
機
関
も

備
え
る
。

　
完
成
後
は
各
地
の
バ
テ
ィ
ッ

ク
や
バ
テ
ィ
ッ
ク
柄
の
歴
史
を

説
明
す
る
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示

し
、
体
験
施
設
も
設
置
す
る
。

　
13
日
に
は
外
観
デ
ザ
イ
ン
の

審
査
を
実
施
し
た
。
建
築
家
や

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
チ
ー
ム
か
ら
計

47
作
品
が
集
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
バ
テ
ィ
ッ
ク
財
団
（
Ｙ

Ｂ
Ｉ
）
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
建
築

家
協
会
（
Ｉ
Ａ
Ｉ
）
の
専
門
家

ら
が
審
査
し
た
。
採
用
さ
れ
た

の
は
、
中
央
を
吹
き
抜
け
に
し

た
回
路
構
造
で
五
角
形
型
の
建

物
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
建
築
家
イ

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ハ

デ
ィ
サ
プ
ト
ラ
氏
の
チ
ー
ム
。

バ
テ
ィ
ッ
ク
博
物
館
建
設
へ

タ
マ
ン
ミ
ニ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
の
州
県

市
議
会
で
任
期
終
了
後
（
２
０

０
９
〜
14
年
）
の
議
員
が
公
用

車
を
返
却
し
な
い
例
が
相
次

ぎ
、
州
政
府
や
県
は
返
還
を
求

め
て
い
る
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
は
26

日
、
州
議
会
議
員
に
割
り
当
て

た
公
用
車
96
台
の
う
ち
、
69
台

が
未
返
却
と
明
ら
か
に
し
た
。

州
政
府
は
25
日
ま
で
に
返
却
す

る
よ
う
通
達
し
て
い
た
が
、
議

員
が
守
ら
な
い
た
め
、
期
限
を

今
月
末
ま
で
延
長
し
た
。
未
返

却
の
議
員
に
は
州
側
の
担
当
者

が
議
員
を
訪
問
し
強
制
的
に
返

却
さ
せ
る
と
い
う
。
返
却
さ
れ

た
公
用
車
は
４
月
の
総
選
挙
で

当
選
し
、
26
日
に
就
任
し
た
州

議
会
議
員
（
任
期
14
〜
19
年
）

に
引
き
継
が
れ
る
予
定
だ
。

　
西
ジ
ャ
ワ
州
バ
ン
ド
ン
市
で

は
同
日
、
公
用
車
41
台
の
う

ち
、
返
却
さ
れ
た
の
は
15
台
の

み
。
リ
ア
ウ
諸
島
州
バ
タ
ム
市

は
45
台
の
う
ち
27
台
が
未
返
却

だ
。

　
東
ジ
ャ
ワ
州
マ
ラ
ン
市
で
は

議
員
に
配
布
し
た
パ
ソ
コ
ン
45

台
の
う
ち
、
10
台
が
返
却
さ
れ

て
お
ら
ず
、
市
担
当
者
は
「
市

の
所
有
物
は
期
限
ま
で
に
返
す

べ
き
だ
」
と
話
し
た
。

ア
ル
ミ
缶
回
収
で
地
域
貢
献

Ｊ
Ｊ
Ｓ
の
生
徒
会  

開
始
か
ら
２
年
、息
づ
く
活
動

ア
ル
ミ
缶
の
回

収
を
続
け
て
い

る
Ｊ
Ｊ
Ｓ
生
徒

会
の
役
員
た
ち

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
籍
の
女
性
16
人
が
人
身
売

買
さ
れ
、
１
年
間
に
わ
た
り
性

産
業
従
事
者
と
し
て
働
か
さ
れ

た
後
、
今
月
中
旬
に
地
元
警
察

に
逮
捕
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
家
警
察
が
27
日
、
発
表
し

た
。

　
女
性
16
人
は
家
政
婦
と
し
て

働
く
条
件
で
マ
レ
ー
シ
ア
に
渡

っ
た
が
、
あ
っ
旋
業
者
に
騙
さ

れ
性
産
業
従
事
者
と
し
て
働
く

こ
と
を
強
要
。
全
員
の
パ
ス
ポ

ー
ト
は
偽
物
で
、
月
給
は
１
０

０
万
〜
２
０
０
万
ル
ピ
ア
（
約

９
千
〜
１
万
８
千
円
）
だ
っ

た
。

　
国
家
警
察
に
よ
る
と
、
あ
っ

旋
業
者
の
中
に
は
マ
レ
ー
シ
ア

当
局
の
事
業
許
可
を
受
け
ず
営

業
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
頻
発

し
、
人
身
売
買
や
詐
欺
の
被
害

に
遭
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
出
稼

ぎ
労
働
者
が
多
い
。

漁
港
の
仕
組
み 

興
味
津
々

　
Ｊ
Ｊ
Ｓ
社
会
科
見
学  

５
年
生
147
人
が
参
加  

　
漁
港
の
社
会
科
見
学
は
、
船

着
き
場
や
冷
凍
庫
な
ど
５
カ
所

を
回
る
恒
例
行
事
。
２
０
０
３

年
か
ら
毎
年
、
折
下
さ
ん
が
子

ど
も
た
ち
に
漁
港
を
案
内
し
て

い
る
。
冷
凍
庫
で
は
白
く
漂
う

冷
気
の
中
を
歩
き
、
冷
凍
保
存

さ
れ
た
カ
ツ
オ
な
ど
を
見
学
。

「
あ
っ
と
い
う
間
に
髪
の
毛
が

凍
っ
た
」
と
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も

た
ち
の
声
が
響
く
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
普
段
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
マ
イ
ナ
ス
20
度
の
温
度

に
驚
い
て
い
た
様
子
だ
っ
た
。

　
氷
工
場
で
は
水
道
水
と
塩
水

で
一
つ
50
キ
ロ
の
氷
が
一
度
に

作
ら
れ
、
運
ば
れ
て
い
く
様
子

に
興
味
津
々
。
灯
台
に
上
り
、

風
を
感
じ
な
が
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
海
を
一
望
し
、
下
に
い
る
友

人
た
ち
に
手
を
振
っ
て
高
さ
を

実
感
し
た
。

　
見
学
後
、
折
下
さ
ん
が
漁
港

の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
。
日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）

案
件
と
し
て
１
９
８
４
年
に
完

バ
テ
ィ
ッ
ク
や
イ
カ
ッ
ト
、

刺
し
ゅ
う
製
品
な
ど
各
地
か

ら
集
め
ら
れ
て
い
る
＝
ア
ン

タ
ラ
通
信

子
ど
も
た
ち
は
氷
工
場
か
ら
運
ば
れ
る
氷
を
見
つ
め
た

高
さ
35
メ
ー
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ゴルフコンペ

▼東北大ＯＢ会

　東北大ＯＢ会は９月６日
（土）バンテン州タンゲラ
ンの「クダトン・ゴルフ・
アンド・カントリー・クラ
ブ」で開かれる七帝戦ゴル
フ大会に向け、参加メンバ
ーを募集している。
　問い合わせは渡辺さん
（携帯0816・160・6086、
メールisseiwatanabe0505@
gmail.com）まで。
▼大阪の会　

　 大 阪 の 会 は ９ 月 1 4 日
（日）バンテン州タンゲラ
ンのポンドックチャベ・ゴ
ルフで第16回ゴルフコンペ
を開く。
　午前５時50分に同ゴル
フ場内の食堂横の個室に
集合、同６時26分プレー開
始。参加費は男性１人30
万ルピア、女性同20万ルピ
ア。オネスト方式で個人、
団体戦を行う。
　 締 め 切 り は ９ 月 ４ 日
（木）。
　問い合わせは同会（メー
ルosakanokai_indonesia@
yahoo.co.jp）まで。
▼桃太郎会

　岡山県人会「桃太郎会」
は９月21日（日）、南ジャ
カルタのパンカラン・ジャ
ティ・ゴルフでゴルフコン
ペ、別会場で懇親会を開
く。ゴルフコンペは午前７
時に集合、同７時半プレー
開始。懇親会は午後５時か
ら開く。懇親会の開催場所
は未定。　
　問い合わせは平松さん

（携帯0813・8207・4365、
メールh i r ama t s u b n i@
gmail.com）か、難波さん
（同0878・7517・0760、
同t_namba@daishoseiki.
com）まで。

募集

▼田園地帯を歩く

　ジャカルタ歩く会は９月
13日（土）バンテン州タン
ゲランの田園地帯を歩く。
　同地のブミ・スルポン・
ダマイ（ＢＳＤ）のスイ
ス・ジャーマン大学前に午
後２時半集合、同３時にウ
ォーク開始。約３時間歩
き、最後は夕日を楽しむ。
　 集 合 場 所 の 詳 細 は 、
同 会 の 活 動 ブ ロ グ
（http://d.hatena.ne.jp/
jwcaruku/）で確認でき
る。
　問い合わせは同会事務
局（メールjwcarukukai@
yahoo.co.jp）か信夫（し
のぶ）さん（携帯0811・
167・780）まで。
▼ライブ鑑賞

　ジャカルタ在住邦人ビッ
グバンド「ギャラクシー」
とジャカルタ軽音楽部は31
日（日）、南ジャカルタ・
クニンガンのモール「ベラ
ジオ」にあるメキシカンレ
ストラン「アミーゴズ」で
開かれるライブに出演す
る。出演は午後５時～同７
時。ライブ・チャージは無
料。
　問い合わせは同レスト
ランホームページ（http://
www.amigos-resto.com）ま
で。

▼ＪＪＪ（ルアー・フィッ

シングクラブ）

　ルアー釣り愛好家の集ま
り。ホーム港の西ジャワ州
プラブハンラトゥー港をは
じめ、バリ島やパプア州、
マレーシア、ニュージーラ
ンドまで遠征する。
　同会のブログ（http://
b l o g s . y a h o o . c o . j p /
umanami_jjj）で活動を確
認できる。
　問い合わせは小薗さん
（メールumanami_jjj@
yahoo.co.jp）まで。

▼青学校友会

　青山学院大学校友会は、
９月６日（土）午後６時半
から、南ジャカルタのプラ
ザ・バピンドにある日本食
レストラン「水峰」で懇親
会を開く。
　締切は９月３日（水）。
　問い合わせは土田さん
（携帯0812・8583・1656、
メールaogakujkt@yahoo.
co.jp）まで。
▼神奈川県人会

　神奈川県人会は９月18日
（木）午後７時から西ジャ
カルタにあるレストラン
「FuramaResto」で、第33
回懇親会を開く。
　会費は男性が１人40万
ルピア、女性が同30万ル
ピア。締め切りは９月15日
（月）。
　 問 い 合 わ せ は 大 濱 さ
ん（携帯 0 8 5 8 ・ 8 2 5 1 ・
5192、メールenjoygol f .
kanagawa@gmail.com）ま
で。

懇親会

今井田さんが優勝  　岐阜県出身者やゆかりのある人々の集まり「Ａｈ湯会
（あ～ゆかい）」は23日、南ジャカルタのマトア・ナシ
ョナル・ゴルフクラブで第12回ゴルフコンペを開いた。
　初参加者６人を含む計19人の会員がオネストジョン方
式で互いのゴルフの腕を競った＝写真。
　優勝に輝いたのは足のけがを押して参加した今井田さ
ん。ベストグロス賞とニアピン賞も獲得した。コンペ終
了後は、同クラブ内レストランで表彰式を開き、互いの
プレーをたたえ、ゴルフ談義で大いに盛り上がった。
　次回コンペは11月15日（土）、懇親会は９月の第３週
に開催を予定している。詳細は本欄で告知する。
　問い合わせは市田さん（携帯0812・9010・4121、メー
ル16yichida@gmail.com）まで。

　新潟県人会は23日、東ジャカルタのチランカップゴルフ場でゴルフ
コンペ、南ジャカルタ・ブロックＭの日本食レストラン「丸福」で会
合を開いた＝写真。
　ゴルフコンペ参加者はコンペ終了後、会合参加者と合流。同会にと
ってジャカルタ初開催の会合に、子どもを含めた会員計15人が集まっ
た。会員たちはインドネシアでの生活の話や情報交換などで交流を深
め、「今度はバンドンへ旅行しよう」などの提案も出た。次回の再会
を誓い、会は盛況のうちに幕を閉じた。
　「新潟県に縁のある方はぜひ参加ください」
　問い合わせは若井さん（メールwakai@tsuchiya-mfg.co.id）まで。

全
日
本
県
人
会

ゴ
ル
フ
対
抗
戦

交流深め、再会誓う　　■新潟県人会コンペ＆会合■

■広島県人会　かつては優勝
含め上位の常連でした。今は
新戦力も増えてきて、２ヶ月
に一度のコンペで、ベテラン
と若手の懇親を深めておりま
す。密かに狙います！
■メンバー　木谷祐介（キャ
プテン）＝写真、片岡ノブア
キ、三木辰也、山田文典、古
本一司、船越克士、川合靖彦、今田裕二

岐
阜
県
人
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

チーム紹介■みちのく会　平均年齢60
以上（？）の熟練チームで
すが、ゴルフ技術は上級ク
ラス。お陰様で、昨年は悲
願の総合優勝しました。今
年も白河の関を越え、是
非、優勝杯をみちのくに持
ち帰りたいと思います。
■メンバー　伊東和範（キ
ャプテン）＝写真、帆苅達実、田中広志、小林
利二、吉田博、田中政則、清水寿秀、村田憲子

◆参加チームを募集

　９月７日（日）、バンテン州南タンゲラン市のポンドッ
クチャベで全日本県人会後期ゴルフ対抗戦を開かれる。
　プレー開始は午前６時半。参加費用は１チーム（８人）

720万ルピア。対戦組み合わせは９月２日に紙面で発表す
る。申込締め切りは９月１日（月）。
　問い合わせは大会実行委員会の鈴田さん（携帯0185・
1999・0007、メールsuzuta@allkenjinkai.com）まで。


